




 

川崎病の治療に関しては,aspirin をはじめとして種々の方法が提唱されているが,未だ確

立された方法はない。厚生省研究班では,retrospective study をおこない,aspirin の成績

がやや良かったことを報告した。そこで今回はaspirin 群(以下 A群),flurbiprofen(以下

F群),preduisolone+dipyridamole群(以下P群)を作りprospectiveな治療成績と3治療群

の内でのより良い治療法を求める目的で本研究を行った。 
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